
BCAO 関西支部 平成 27 年 10 月度 第 107 回支部会議事録 

日時： 平成 27 年 10 月 21 日（水） 18：00～18：30 

場所： 大阪市中央公会堂 大会議室 

司会： 鷲山  書記： 大舘 

出席者：15 名（順不同、敬称略） 

萩原、鷲山、伊藤（高）、徳永、野原、田中、柳父、角、飯田、笹平、深井、小山、梅田、佐々木  

大舘 

 

議題： 

―萩原支部長より以下について報告 

①BCAO 本部運営会議・役員会議(9/28)の概要 

 （議事録、BCAO 設立 10 周年記念シンポジウム、BCAO アワード 2015 募集の資料配布あり） 

 

②10 周年記念事業（関西地域での事業）について 

1. 方針 

・テーマは、南海トラフ巨大地震をトリガーとして進める。 

・ストーリーは、あくまでも「今後 10 年の BC 推進に向けて」を発信するシナリオとする。 

・パネルディスカッション形式とし、ストーリーに沿った役割分担を明確にし、出演者(パネラー)  

 を選定する。 

・パネラーは、西日本のアワード受賞企業(過去も含めて)、関西メンバー企業、行政(例えば和歌  

 山県)等が考えられる。 

2.当日の概要 

・日時 平成 28 年 3 月 16 日(水) 13:00～15:00 

・場所 グランフロント大阪 北館タワーC(8F) C01～C02 

・テーマ 「(仮)実効性のある BCP－南海トラフ巨大地震に備えて－」 

・基調講演（13:00～13:30） 

・講演者…堀越理事長 

・パネルディスカッション（13:30～15:00） 

・パネラー…アワード受賞企業(過去も含めて)、関西メンバー企業、行政等より 3～4 者 

・コーディネーター…紅谷昇平氏（支部運営委員） 

 

 ※パネルディスカッションの中身(シナリオ、パネラー等)については、今後メンバーを含めて議

論していく。 

※基調講演はパネルディスカッションに結びつくような形(問題提起等)で講演していただく。 

 ※演習は、シンポジウムの後、15:15～17:15 を予定(時間は要調整) 

 

3.広報活動 

・本部と連携しながら、重複や漏れが無いように進め、役員一人一人が営業マンとなる。 

・参加申込書、パンフレット等の発信方法(訪問、郵送、メール等)、発信者名、受信者名の基本 

 ルール等については、今後本部に確認していく。 

・活動作業に関しては、運営委員のみならず、メンバー全員で行う。 

・現在、関西支部で想定し得る広報先は以下である。 

 1）経済団体…関経連、同友会、各商工会議所、中小企業団体中央会、商工会連合会等 

 2）行政機関…近畿 2 府 4 県、四国4 県、岡山県、三重県、岐阜県、大阪市、京都市、神戸市等 

 3）大学関係…大阪大学、京都大学、神戸大学、関西大学、徳島大学、香川大学等 

 4）業界団体…要調査 

 5）組合関係…連合大阪 

 6）その他…過去のアワード応募企業、関西メンバーの知合い企業等 

 

※基本上記で了解頂けたとして本部に報告をするが、引き続きご意見あればメールでお願いする。 



③徳島の現地視察・研修会について 

  日程： 11 月 27 日（金）～28 日（土） 支部活動であるが自由参加とする 

  内容： 27 日（AM） 大塚製薬視察 

         （PM） 徳島大 BCP 研究部会 （地元企業の部会） 関西支部の活動紹介の要望あり 

            県庁訪問 （危機管理部門） 

      28 日（AM） 徳島大訪問 徳島での取組みの紹介、意見交換 

        （PM） 視察 県立防災センター等  

 

※現在参加者は 4 名、参加保留者は、11 月 13 日までに回答。 

 

 

次回会合の予定： 

・日時 11 月 18 日（水） 18:00～20:30 

・場所 神戸市・東灘区民センター ８階 会議室１ 

     （〒658-0052 神戸市東灘区住吉東町 5 丁目 1-16、JR 住吉駅徒歩２分）   

・勉強会テーマ：BCP、企業防災分野での神戸大学の取組（仮） 

 講師 紅谷昇平様（神戸大学社会科学系教育研究府） 

    パネラー 神戸大学経営学研究科 三矢 裕先生・ 経済学研究科 堀江 進也先生 

・司会： 福島 氏、 支部会書記：徳永 氏 

 

 

 


